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１．はじめに

　筆者は，大学基準協会が文部省（当時）の委託

を受け１９９７年より２年間にわたって行った「大学

設置に関する基準及び大学評価に関する調査研

究」に研究分担者として加わり，西ドイツにおけ

る私立大学の設置認可について担当し，報告を取

りまとめた。同調査研究の成果については，１９９０

年６月に東信堂より「大学設置・評価の研究」と

して刊行され，筆者の論文も掲載された。

　筆者がドイツにおいて調査を行った１９８８年当時

は，ドイツ（当時は西ドイツ）の私立大学数は，

教会立の大学を含めても５３に過ぎなかった。筆者

は論文の最後で，「４．私立大学の可能性」の項を

立て，そこで，「西ドイツにおいては，私立大学は，

（中略）一般には，州立大学を補完するものとし

て，一部の地域においては需要と供給の関係から

設置される可能性はあるものの，全国的に見て，

現在の状況が大きく変化することなく推移するも

のと考えられる。」結論づけた１。

　しかし，筆者の予測とは反対に，１９８０年代末に

１８しか存在しなかった私立大学は，２００５年２月時

点で５４まで増加した。この１５年間で３倍に増えた

ことになる。

　なぜ，ドイツではこのように私立大学は急増し

たのか，また，今後ともこのような傾向は続くの

か，本稿は，このことを念頭にドイツにおける私

立大学２の現状について取りまとめたものである。

２．ドイツの高等教育制度と大学の概要

２�１�類型別分類

　ドイツについて，高等教育，なかんずく大学の

範囲をどう捉え，どう分類するかについては一定

のものがあるわけではなく，公的機関によっても

その手法が異なっている。

　まず，ドイツにおける高等教育に関する基本法

である「大学大綱法（����������	�
��
�����）」

（１９７６年）第１条では，同法で規定する大学とは，

「伝統型大学（���������	�）」，「教育大学（���������	
��

����������）」，「芸術大学（�������������	
」，

「専門大学（�������������	）」及び「州法の定

めにより州立大学として教育機能を有するその他

の機関」のことであるとしている。

　また，ドイツ連邦学術研究省（�����������	�
����

���������	�
���
��	������
��	��������）では，主

として機能及び役割に注目して，ドイツの高等教

育機関を次の６類型に分類している３。すなわち，

①伝統型大学（総合制大学を含む。），②教育大学，

③神学大学，④芸術大学，⑤専門大学，⑥行政専

門大学である。

　一方，ドイツ学長会議（�����������	
����	�������
�

�����）では，行政専門大学はその構成員から外

れており，シンプルに，①伝統型大学，②専門大

学（行政専門大学を除く），③芸術大学の３類型に

分類している。

　また，各州では大学大綱法を受けて高等教育に

関する関係法令を制定している。例えば，ノルト

ライン・ヴェストファレン州では，「大学法

（����������	�	
��
��）」を制定しており，こ

の法律の対象は，州立の伝統型大学，専門大学，

芸術大学並びに州政府の認可を受けた非州立

（�����������	���）の各大学（私立及び教会立）で

ある。また，ラインラント・プファルツ州では，

基本法として「大学法（����������	�	
�）」が制

定されている。この法律の対象は州立及び州以外

の主体が設置する伝統型大学及び専門大学（同州

には芸術大学は設置されていない。）である。同法

を補完するものとして，ラインラント・プファル
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ツ州では，「伝統型大学法（���������	��
�����）」

と「専門大学法（�������������	
�
��）」が制定

されている。

２�２�設置者別分類

　一方，以上の類型別分類に対して，設置者別の

区分が行える。

　ドイツの大学を，設置者別に分類すると，大き

く，「州立大学」，「教会立大学」及び「私立大学」

の３つに区分できる。

　まず，州立大学についてであるが，連邦制国家

であり高等教育行政の主体が法的に各州に委ねら

れているドイツには国立大学は存在せず，州立大

学が国立大学の機能を担っている。したがって，

ドイツの州立大学は日本における国立大学に相当

する。なお，この例外として，ハンブルクとミュ

ンヘンに国により連邦軍大学が設置されているが，

本稿における州立大学にはこの連邦軍大学も含ん

でいる。

　これに対して，非州立の大学が「教会立大学」

と「私立大学」である。

　教会立大学とは，教会が設置し州の認可を受け

た大学のことである。

　教会立大学は設置主体が州政府ではなく，大学

大綱法上も私立大学のカテゴリーの一つとして分

類することが可能である。しかし，本来キリスト

教の聖職者の養成を目的として設置されたもので

あることに着目して，ドイツの高等教育に関する

諸統計においても区分されている。また，歴史も

古く，次項で述べるように，その半数以上は第二

次世界大戦終了以前に設置されており，１９９０年代

以降に設置ブームを迎えた本稿で述べる私立大学

とは設立の経緯を異にしている。

　したがって，本稿では，教会以外の主体が設置

し州政府の認可を得た大学を「私立大学」と定義

し，分析・検討の対象とした。

２�３�ドイツの大学の現状

（１）概観

　ドイツの大学数は，２００５年２月２５日時点におい

て，行政専門大学を除外すると全体で３３３で，形態

別内訳は，伝統型大学１１７，専門大学１５９，芸術大

学（美術・音楽大学）５７である（表１）。これを設

置者別に見ると，州立大学が２３５と約７割を超え

ている。これに対し，私立大学は５４，教会立大学４

は４４であるが，後述のとおり，近年の私立大学の

急激な増加により私立大学数が教会立大学数を上

回った。

　また，在籍学生総数５は１９１万４�６３１人で，内訳は

伝統型大学１３６万２５６人，専門大学５２万１�７９２人，芸

術大学３万２�５８３人である（表２）。設置者別では，

州立大学１８４万７�４５８人，私立大学４万５�５５２人，教

会立大学２万５�８９０人で，ドイツの学生の９６％は州

立大学に在籍している。これらの数値から，ドイ

ツの高等教育は依然として州立の伝統型大学が中

心的な地位を占めていることが分かる。

　したがって，一大学当たりの平均在籍学生数は，

伝統型大学の場合，州立大学が１万５�０００人を超え

るの対して，私立大学及び教会立大学では双方と

もに５００人にも満たない。専門大学や，もともと

少人数教育が求められる芸術大学については，伝

統型大学ほどの差は生じていないが，それでも州

立大学の平均在籍学生数に比べると遙かに少なく

なっている。また，私立大学の場合は，州立大学

と異なり，伝統型大学より専門大学の方が平均在

籍学生数が多い状況にある（表３）。

４　本表（以下同じ。）の私立大学及び教会立大学は州政府の認可を受けた大学である。
５　ドイツには伝統的にアメリカ型の大学院制度が存在しないため，この数値には日本やアメリカの大学院課程に相当する

学生の数も含まれている。

表２　ドイツの設置者別・形態別／在籍学生数（２００４年）

合　　計芸術大学専門大学伝統型大学

１�８４３�０５１３１�３６５４６３�８４３１�３４７�８４３州立大学

４５�６９０３４７４０�１３４５�２０９私立大学

２５�８９０８７１１７�８１５７�２０４教会立大学

１�９１４�６３１３２�５８３５２１�７９２１�３６０�２５６合　　計

（出典）���������	�
��	��
��
�	���（���）（２００５）

　　　　������������	
���
��	��	���	�����������

表１　ドイツの設置者別・形態別／大学数（２００５年）

合　　計芸術大学専門大学伝統型大学

２３５４５１０２８８州立大学

５４２３９１３私立大学

４４１０１８１６教会立大学

３３３５７１５９１１７合　　計

（出典）���������	�
��	��
��
�	���（���）（２００５）

　　　　������������	
���
��	��	���	�����������
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（２）歴史的変遷

　次に，ドイツにおける大学設置の歴史的な変遷

について見ていくこととしたい。

　次の表４６からも明らかなとおり，州立の伝統型

大学の半数近くが第二次世界大戦終了前（～１９４４

年）までに設置されているのに対して，私立大学

の８割近くは１９８０年以降に設置されている。とり

わけ，１９９５年以降この１０年間に設置された私立大

学は２８と，全体の半数を超えている。

　州立大学については，戦後，大学設置に関して

２つのピークがあることが分かる。

　第一は１９７０年代である。この時期，連邦政府の

高等教育の拡張政策を背景に多くの伝統型大学と

総合制大学（��������	
��
��
�）が設置される

とともに，専門大学が制度化され，各州で専門大

学が設置された。１９７０年代に創設された州立大学

は５０を超えている。

　第二のピークは１９９０年代前半から中盤にかけて

である。これは，１９９０年の東西ドイツの統一によ

り，東側の高等教育制度が西ドイツのそれに併せ

て改変されることになったことに伴う新増設に起

因している。東側の諸州に，多くの大学及び専門

大学が設置された。１９９０年から９４年にかけてベル

リン州を除く旧東独５州において設置された数は

２４（伝統型大学６，専門大学１７，芸術大学１）に

上っている。

　したがって，私立大学の設置の動向は，連邦政

府と州政府の合意に基づく高等教育政策拡充の動

向とは直接連動していないことが分かる。１９７０年

代の高等教育の拡張期には私立大学で設置された

ものはわずかであり，また，私立大学の設置が本

当の意味でブームを迎えた１９９５年は，旧東独地域

における州立の伝統型大学及び州立の専門大学の

整備が一段落しつつあった時期に当たるからであ

る。

６　第１─４表も大学学長会議の資料を下に作成した。専門大学は１９７０年代以降制度的に設置されたが，例えば，同会議の

資料では����������	
���
��
��
�は１７１０年に設置されたとされている。これは同専門大学の前身である帝国美術アカ

デミーの創設年を本表における創設年として扱っているもので，専門大学として開設されたのは１９７１年である。した

がって，他の大学についても同様なことが言え，本表は，それぞれの種別にかかわらず，その大学の前身も含めた設置

年を創設年として掲載してある。

表３　ドイツの設置者別・形態別／一大学当たり平均在籍

学生数（２００４年）

合　　計芸術大学専門大学伝統型大学

７�８４３６９７４�５４７１５�３１６州立大学

８４６１７４１�０２７４０１私立大学

５８８８７９９０４５０教会立大学

５�７５０５７２３�２８２１１�６２６合　　計

（出典）���������	�
��	��
��
�	���（���）（２００５）

　　　　������������	
���
��	��	���	�����������

表４　ドイツの設置者別・形態別 /大学の創設年

合計教会立大学私立大学州立大学

計芸専伝計芸専伝計芸専伝

１０００００００００１０００１０　　～１４９９

７３５０１４３０２１６５１９１９２７１５００～１８９９

４１２１６９６００００２０９７４１９００～１９４４

１８３０１２３０３０１２４０８１９４５～１９４９

６１００１１０１０４３１０１９５０～１９５９

２３００００２０２０２１２６１３１９６０～１９６９

６１６０４２３１０２５２３３１１８１９７０～１９７９

６２０１１３０１２１０１０１９８０～１９８４

４００００３０２１１１００１９８５～１９８９

４３１０１０８０８０３４３２４７１９９０～１９９４

２５１０１０１３０９４１１１１００１９９５～１９９９

２３４４００１５１１１３４０３１２０００～２００４

３３３４４１０１８１６５４２３９１３２３５４５１０２８８合　計

（注）「伝」は「伝統型大学」，「専」は「専門大学」，「芸」は芸術大学を表す。

（出典）���������	�
��	��
��
�	���（���）（２００５）������������	
���
��	��	���	�����������
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（３）進学率

　次に，大学進学率について考察することとしたい。

　ただし，ドイツの場合は大学へ進学した者の平

均年齢が２２�１歳７であることから，大半が高校卒業

後の１８歳時点で大学に進学する日本とは状況を異

にしている。そのことを前提にドイツの大学進学

率を経年的に日本と比較できるように工夫した文

部科学省作成のデータがあることから，本稿では

それを用いることとした。参考のために，日本の

データも掲げてある。

　１９９５年から２０００年にかけてドイツの大学等進学

者の実数と進学率を見ると，２０００年は３ポイント

程度増加したものの，進学率自体は概ね３０％でほ

ぼ安定しており大きな変動は見られない。しかし，

日本と違い実数は増加の傾向にあり，この間で実

に２０％も増加した。

（４）定員

　ドイツの高等教育行政では日本のような入学定

員という概念は希薄である。ドイツにおける定員

は入学定員ではなく総定員である。しかも，これ

は様々な要素を加味して厳密に積み上げられ算出

されたものではなく，各大学の施設の中で教育用

に使用される施設の面積の広さで定員が決まって

くる。いわば収容定員の概念である。

　このことは入学制度に密接に関連している。ド

イツでは定員を定めてその枠内で学生を選抜する

のではなく，基本的に入学を希望する者は受け入

れなければならないことから，このような考え方

が生まれてきたと言えよう。

　したがって，増加する学生を州立大学で受け入

れるためには，大学の施設の新増設が不可欠とな

る。このため，１９６９年９月に「大学建設促進法

（����������	�
��
������������）」が制定され，

大学の新増設は連邦と州の共同責務とされた。こ

の法律に基づき，１９７１年より「大学建設に関する

基本計画（����������	
��	
�����������）」を策

定し，このなかで大学の新増設の方向性を示すこ

ととなった。この基本計画は４年間の新増設につ

いて定めたもので，例えば２００４年３月に公表され

た第３３次基本計画では２００４年から２００７年の方針が

出されており，これが一年ごとに改訂されていく。

　ここで注意しなければならないことは，この定

員はあくまでも施設の広さから算出されたもので

あることから，厳密な意味での定員と言うよりも，

むしろ標準定員のように理解されていることであ

る。したがって，定員は厳格に守られることはな

く，多くの場合相当程度に定員を超えて学生を受

け入れてきた。ここに現在のドイツの大学が抱え

る最も大きな問題があり，後述する私立大学急増

の理由の一つとなっている。

　表６を見ると，第１次基本計画が策定された

１９７１年当時の定員は約４７万人であり，これに対し

て在籍学生数は約５９万人，新規入学者数約１４万人

であった。したがって，開始時点で，既に定員に

対して２４�９％の超過状態であった。その後，基本

計画に基づき連邦・州により大学（施設）の新増

設が鋭意行われてきたが，学生の在籍年数の長期

化などが影響して，定員が実員に追いつかず，

１９９０年代初頭には実に定員の倍近い学生が在籍し

ていた。近年，若干改善の方向にはあるが，それ

でも２００２年には定員の約１�６倍の学生が在籍して

いる。

　この数値から，新規入学者の増加率と定員の増

加率はほぼ見合うか，むしろ定員の方が上回って

整備されてきたことがわかる。しかし，問題は在

表５　ドイツの大学等進学者数／進学率

大学等進学率大学等進学者数

日　本ド　イ　ツ日　本ド　イ　ツ

大学・短大等計専門大学大　学大学・短大等計専門大学大　学

４５�８３０�５９�６２０�９８１２�４７０２６２�４０７８２�４６４１７９�９４３１９９５

４７�９３０�２９�２　２１�０８０５�０４９２６７�４４５８１�３０６１８６�１３９１９９７

４９�８３０�７９�７　２１�０７６９�３００２９１�４４７９１�８４３１９９�６０４１９９９

４９�８３３�２１０�４　２２�８７５２�０１０３１４�９５６９８�９０４２１６�０５２２０００

（出典）文部科学省『教育指標の国際比較（平成１１，１２，１６年版）』

７　�������������	
������
�	�����������	�����������	�
	��	
����������
�����	�������
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籍者の増加で，定員を遙かに上回るペースで在籍

者が増加してきたことである。

　したがって，数値もドイツの州立大学は学生と

教員の双方にとって決して教育環境として理想的

なものではないことを示している。ドイツの大学

を揶揄する際に，学生で溢れかえる教室の写真が

掲載されること８がよくあるが，これはまさにこ

のような事実関係が背景にある。

　更に深刻なことは，この間，学生数の増加に見

合う教員数の増が図られてこなかったことである。

定員で比較しても，定員の伸び率が２３０％を超え

ているのに対して教員定員９の伸びは１８０％弱に止

まっている。これは，取りも直さず学生が教員と

緊密な関係を築くことが困難になってきているこ

とを意味している。

　このため，州によっては，長期在学者から授業料

の徴収を可能とするなどの制度改革を導入してい

るが，抜本的に有効な手立てがないのが現状である。

（５）入学制度

　大学大綱法第２７条では，「全てのドイツ人は必

要とされる大学入学資格を有する限り本人が希望

する大学で学修することができる。」旨が規定さ

れている。

　これは，換言すれば，学生が大学を選ぶのであ

り，大学には学生の選択権がないことを意味して

いる。したがって，ドイツには日本の大学入学試

験のような選抜制度はなく，中等学校を修了しア

ビトゥアなど所要の資格を取得すれば，自動的に

大学への入学許可が与えられるシステムとなって

いる。大学にすると，好むと好まざるに関わらず，

志願する学生は全て入学させなければならないの

である。

　この制度は，各大学の定員と入学希望者数が見

合っていれば有効に機能し得るものである。しか

し，定員に対して志願者数が大幅に上回ったり，

特定の分野に志願者が殺到するような場合には何

らかの調整が必要となってくる。ドイツは，正に

この段階に至っている。

　このため，大学大綱法第３１条では，志願者が定

員に対して著しく上回る分野についてドイツの全

公立大学の定員を一括管理し学生を割り振る「中

央学籍配分（���������	��
�����
����������������）」

の措置が規定されている。

　現在，中央学籍配分は，①ドイツの全伝統型大

学，②ノルトライン・ヴェストファレン州伝統型

８　例えば，����������		
：（�������������	�
�２００５�０１）�の表紙写真を参照
９　この場合の教員とは，����������	
�����
�������のことを意味している。

表６　ドイツの州立大学の定員及び在籍学生数の年次別推移

２００２２０００１９９５１９９２１９７１
比率実　数比率実　数比率実　数比率実　数比率実　数
２３３�７８３３�６８３２１７�９８１２�０９７２１０�５７８４�４７７２０５�３７６４�８６４１００�０３７２�６３０定　　員伝統型

大　学
２９１�９１�３６２�８４７２７５�４１�２８６�０７５２９０�８１�３５７�６８９２９４�１１�３７３�３０９１００�０４６６�９００在籍学生数
２２８�２２３７�５３５２０１�７２０９�９４７１６９�６１７６�５１８１８７�９１９５�６５２１００�０１０４�１００新規入学者数
３０５�８２８�８０５２８９�８２７�３０２２６２�０２４�６８２２４７�７２３�３３５１００�０　９�４２０定　　員芸　術

大　学
２６２�７３２�５０９２５２�３３１�２９１２５４�３３１�５３３２５０�５３１�０６３１００�０１２�４００在籍学生数
１３８�３４�７０３１３０�３４�４２９１２８�４４�３６５１２１�１４�１１９１００�０３�４００新規入学者数
２８８�４２５４�６８１２７２�９２４０�９２８２１６�１１９０�７７９１９１�９１６９�４７４１００�０８８�３００定　　員専　門

大　学
４００�７４３３�１０２３６５�８３９５�３３６３４０�４３６７�８７９３２５�４３５１�７１８１００�０１０８�０８０在籍学生数
２５０�０９０�００８２２７�９８２�０４１１８４�７６６�４９８１８６�９６７�２７１１００�０３６�０００新規入学者数
２３７�５１�１１７�１６９２２９�７１�０８０�３２７２１２�６９９９�９３８２０３�６９５７�６７３１００�０４７０�３５０定　　員

合　計 ３１１�３１�８２８�４５８２９１�６１�７１２�７０２２９９�１１�７５７�１０１２９９�０１�７５６�０９０１００�０５８７�３８０在籍学生数
２３１�５１１３�５５０２０６�６２９６�４４４１７５�３２４７�３８１１８６�１２６７�０４２１００�０１４３�５００新規入学者数

１７７�０１１３�５５０１７４�８１１２�１６１１７５�３１１２�４２３１７５�６１１２�６７１１００�０６４�１４９教　員　定　員

２１６�９９�４９７２１１�２９�２４７１９５�１８�５４３１８７�４８�２０５１００�０４�３７８教育用施設面積（千㎡）

（出典）���������������	
�����
�������������
��������������	��
������

��������
��
�������������の表３（���２０）を下

に作成。

（注）１．伝統型大学には，教育大学及び総合制大学の数値を含んでいる。

　　　２．比率は，１９７１年を１００とした伸び率である。

　　　３．１９９２年より旧東ドイツ諸州が含まれている。
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大学，③ノルトライン・ヴェストファレン州専門

大学の３つが対象とされている。

　例えば，２００４�０５冬学期について，ドイツ全土

の州立伝統型大学で学籍配分が行われているのが，

経営学，生物学，医学，薬学，心理学，獣医学，

歯学の７分野である。ちなみに，この学籍配分が

行われる分野を，その規定になぞらえて，ヌメル

ス・クラウズス（�����������	��
��	�	）対象分

野と呼ばれている。もちろん，これら以外の学科

についても概ね定員を実員が上回っている状況に

あるが，ここに掲げた７つの専攻分野は，志願者

が定員を大幅に超過している分野である。また，

ノルトライン・ヴェストファレン州の伝統型大学

については，これらに加えて地理学，教育学など

１０の分野で学籍配分が行われている。学籍配分は，

主として志願者のアビトゥアなどの修了試験の成

績と待機期間によって行われており，医学部では

待機期間が数年に亘ることも珍しくない。ドイツ

の新規入学者の年齢の平均が日本と比べて高い背

景にはこのことも理由としてあげられる。

　中央学籍配分は年２回行われており，２００５年夏

学期より多少手直しがされることとなっているが，

基本的に志願者の適性や志望理由など個別審査な

しに受入が義務づけられている本制度に対しては

批判もあり，独自に入学者選抜を行うことができ

る私立大学は，この点で公立大学より優位に立っ

ていると言える。法令上は私立大学も中央学籍配

分に参加することが可能であるが，優秀な学生を

確保する観点等から，現在，これに参加してして

いる私立の伝統型大学はない。

３．ドイツの私立大学

３�１�私立大学の設置認可に係る法体系

（１）連邦基本法，連邦大学大綱法及び各州大学法

　ドイツの現行法体系において私立大学設置に関

する根拠規定は，ドイツの憲法たる「連邦基本法

（���������	
��
������������������������������	
��

１９４９年５月２３日）」第７条第４項である。

　ただし，この規定は，ドイツにおいて私立学校

を設置できることを定めた根拠規定であり，私立

大学の設置について具体的な条件等まで規定して

いるものではない。私立大学の設置及びその認可

に関する具体的な根拠規定は，大学大綱法第７０条

である。

　この規定を踏まえ，各州ではそれぞれの大学法

において私立大学に関する規定を置いており，各

州で私立大学に対する認可を行っている。

��例えば，現在，最も数多い私立大学が設置され

ているノルトライン・ヴェストファレン州では，

「ノルトライン・ヴェストファレン州大学法

（����������	�	
��
��
��	������	�
���	�）」の「第

１４章　州立でない大学及び経営の認可」で私立大

学の設置に関する規定を定めている。

　同州では，私立大学の認可は期限付きで与えら

れることになっており，その期間内の成果を評価

した上で，問題がなければ認可は更新されること

になる。また，認可を受けたことにより，私立大

学は州政府により教育内容等に関しチェックを受

けることとなる。同様に，州立大学に適用される

自己評価が私立大学についても適用されることと

なる。

　次に，仮に私立大学が上記の認可条件に違反し

た場合，あるいは認可条件を満たさなくなった場

合には，当然の帰結として認可の取消が行われ得

る。認可が取り消された場合，最も問題となるの

は在籍している学生の扱いであるが，ノルトライ

ン・ヴェストファレン州では，新規入学者の受入

は当然できなくなるものの在籍者が卒業するまで

大学の存続を保証するとのことであった。

　なお，具体的な条文について記載することは，

紙数の関係から省いた１０。

（２）私立大学の設置認可手続

　ノルトライン・ヴェストファレン州大学法では，

認可の具体的条件は，大別すると教育の質的な保

証と永続的な存立が可能な財政的な保証の二つに

分けられる。教育の質的な面での審査と併せて財

政面からの厳しい審査も行われるわけである。

　まず，前者については，法律に基づき州立大学

と同等の教育内容を確保するため，必要な校舎や

教員が十分に確保され得るかなど，教育・研究の

実施が十分に可能かどうかといった観点から審査

１０　具体的な条文の内容については，「大学設置・評価の研究（１９９０年６月，東信堂）」第６章，１１４～１１７ページを参照のこ

と。なお，基本的に現行の条文と比べて大きな変更はない。
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が行われる。

　しかし，より慎重に審査が行われるのが後者の

資金面での安定性である。ノルトライン・ヴェス

トファレン州では，少なくとも設置後３年間資金

的に問題なく大学運営ができることの証明を申請

者に求めている。大学は有限責任会社として設置

されることから，倒産の危機に至らないように，毎

年必要な資金計画書を提出することが求められる。

　また，建設費については，基本的に設置者が負

担するのが原則であるが，連邦政府と州政府が大

学の建物等の建設費を５０％ずつ負担するとした大

学建設促進法の規定が私立大学に関しても適用さ

れ得る。

　この規定に基づき，連邦政府より建設費が交付

されるためには，学術審議会（����������	
���
）

の勧告が出されることが必要である。その前提と

して，州政府が当該私立大学に対し建設費にかか

る補助金を交付する意思を有し，連邦政府に建設

費の交付を申請しなければならない。その際，州

政府は，連邦と州による共同の計画決定が当該私

立大学についても適用されること，また，大学建

設促進法おいて予定されている連邦の建設計画に

対する関与がこの場合も及ぶことを保証しなけれ

ばならない。

　この建設費の交付は，後述するブレーメン国際

大学などの私立大学の設置の際に行われている。

３�２�ドイツの私立大学の特徴

　本項では，ドイツの私立大学に関し更に深く分析

し，私立大学の特徴について考察することとしたい。

（１）地域的な設置状況

　州立大学については，各州でその大学進学該当

年齢人口を勘案し，どの州でも大きな差がつかな

いように大学の定員が調整されている。しかし，

私立大学の設置状況は，次の表７でも地域的に偏

りが大きいことが分かる。

　まず，旧東西別に分けると，ベルリン州を除く

残りの旧東ドイツ諸州（５州）では私立大学はほ

とんど設置されていない。東側の諸州は，西側に

比べると経済的に立ち後れていることは事実であ

り，このことからも私立大学が設置される背景と

して経済的な基盤が必要なことが分かる。

　唯一の例外は４つの私立大学が設置されている

ザクセン州である。ザクセン州は，ドレスデン，

ライプチッヒという大都市を抱えており，人口規

模も他の４州と比べると大きい。同州を除くと，

旧東側に設置されている私立大学は，２００２年にブ

ランデンブルク州のエルスタルに設置されたディ

ジタル・メディア芸術大学だけである。

表７　ドイツの私立大学の地域的設置状況

平均月収公立大学合　計芸術専門伝統型
（ユーロ）学生数大学大学大　学

２�６０６２２７�１７７１２０７５バーデン・ヴュルテンベルク
２�４６２２３７�０２４１０１０バイエルン
２�４３０１２８�８６４４０３１ベルリン
１�９４６４０�１６１１１００ブランデンブルク
２�６８９３３�１３４１００１ブレーメン
２�８１０６４�８１７３０２１ハンブルク
２�５２９１４７�３７５７０５２ヘッセン
１�８７９３３�６１７００００メクレンブルク・フォアポメルン
２�５４０１４５�１４６５０５０ニーダーザクセン
２�５６５４３１�２７９１２１１０１ノルトライン・ヴェストファレン
２�５３１９４�７９４１００１ラインラント・プファルツ
２�６４６１８�９１１００００ザールラント
１�８４０１０１�２６５４０３１ザクセン
１�９２１５１�６７７００００ザクセン・アンハルト
２�４１４３９�７８５３０３０シュレスヴィッヒ・ホルスタイン
１�８０３４８�０２５００００テューリンゲン
２�４６０１�８４３�０５１５４２３９１３合　　　　　　　計

（注）網掛けをしたのは旧東ドイツ諸州である。

（出典）平均月収を除いては，���������	�
��	��
��
�	���（���）（２００５）������������	
���
��	��	���	

����������	
���
から引用，平均月収については，製造業に関する２００３年のものであり，

������������	
��
�����	����������
	より引用
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　したがって，私立大学の９０％は旧西側諸州（ベ

ルリン州を含む。）に設置されている。とりわけ

バーデン・ヴュルテンベルク州とラインラント・

プファルツ州が，各１２と群を抜いて数が多い。こ

の２州は，人口も多く，産業が発達し経済的な基

盤も整備されている州である。これに，ヘッセン

州（７），ニーダーザクセン州（５）が続いている。私

立大学は，産学連携に力を入れているところが多

く，また存立のために地元企業などからの寄付収

入に依存するところが大きいが，この点からも上

記の州は条件に合致している。

　しかしながら，同じように人口規模が大きく，

ミュンヘン，ニュールンベルクといった大都市を

抱えているバイエルン州には，現在私立大学が１

校しか設置されていない。私立大学の設置・認可

は，州の権限であり，州の対応によって差が生ず

るのは分権制が確立しているドイツでは当然考え

られることである。筆者が聞いた限りにおいても，

バイエルン州は私立大学の設置に厳格に対処して

おり，結果として抑制的になっているという回答

が関係者から返ってきた。

（２）設置学部・学科

　次に設置学科の面から私立大学の特徴を見てい

くこととしたい。

　まず，比較のために掲げたのが表８の州立大学

の設置学部である。伝統型大学については，ドイ

ツの大学は伝統的に人文系の学部の占める比重が

高く，定員比で見ても最も多いのが「言語・文化

科学」で３１�８％を占めている。続いて，「法学・経

済・社会科学」が２１�２％，「自然科学」が１９�７％で

ある。「工学」については，前述の学部に比べると

少なく１２�５％である。なお，「医学」は７�５％である。

　これに対して，社会生活や実務と直結した教育を

行う専門大学は，伝統型大学と異なり，「言語・文

化科学」の分野の分野が極端に低く，代わりに「工

学」が４９�１％とほぼ半分を占めている。次いで，「経

済・社会科学」が３６�１％である。この２学科で８５％

を占めており，実学中心なのが数値からも分かる。

　このデータからも，ドイツの伝統型大学では，

これまで実用的な学問分野の設置が進んでこな

かったことがよく分かる。

　ちなみに，日本の大学について実員ベースで比

較すると，平成１５（２００３）年度において，各学部

について私立大学を含む全体と国公立大学の比率

は，人文科学１６�３％，９�０％，社会科学３９�０％，２�０％，

理学３�５％，６�７％，工学１７�８％，２８�３�であり，日

本と比較しても，ドイツでは人文科学や自然科学

に力点が置かれていることが見てとれる。

　次に，具体の大学についてどのような学部・学

科が設置されているかについて見ると，現在，学

生数で最大のケルン大学では，建築学を除く工学

分野及び農学分野の学部・学科が設置されていな

いものの，１３１のディプロム，マギスターまたは国

家資格を取得できる学科が幅広く設置されている。

同様に，大規模大学の一つであるミュンヘン大学

でも２１７の学科が設置されている。在籍学生数が

２万人を超えるような伝統型大学は，この両大学

表８　ドイツの州立大学の設置学部（２００２年）

合　　計芸術大学専門大学伝統型大学
比率定　員比率定　員比率定　員比率定　員
２４�３　２７１�７７２－－２�５６�４５５３１�８２６５�３１７言語・文化科学
０�７８�２８４－－－－１�０８�２８４教育

２４�１２６８�８４３
－－－－２１�２１７７�０９６法律・経済・社会科学
－－３６�０９１�７４７－－経済・社会科学

１５�８１７６�７８９－－５�０１２�６９９１９�７１６４�０９０自然科学
５�６６２�２８６－－－－７�５６２�２８６医学
０�３３�４１９－－－－０�４３�４１９獣医学
１�０１０�７３６－－－－１�３１０�７３６歯学
２�２２４�３３０－－３�１８�００２２�０１６�３２８農学
２０�５２２８�８９４－－４９�１１２５�０８８１２�５１０３�８０６工学
１�２１３�４９０－－４�２１０�６９００�３２�８００造形
１�７１９�５２１－－－－２�３１９�５２１スポーツ・体育
２�６２８�８０５１００�０２８�８０５－－－－美術・音楽
１００�０１�１１７�１６９１００�０２８�８０５１００�０２５４�６８１１００�０８３３�６８３合　　　　計

（出典）����������������	
�����
�������������
��������������	��
������

��������
���
���������������表６（���２３）

（注）伝統型大学には，総合制大学と教育大学を含んでいる。
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と同じような状況にある。

　これに対して，同じ州立大学でも近年設置され

た伝統型大学は医学部を持たず規模も比較的小振

りなものが多い。１９９１年に新設された旧東ドイツ

のフランクフルト（オーダー）大学は，在籍学生

数が５�０００人台で，設置学科も経済・経営，法律，

人文科学分野の７学科のみである。

　一方，私立大学には，どのような学部が設置さ

れているのであろうか。私立大学については，学

科毎に定員を示した統一された資料がないために，

各大学毎に設置されている学部・学科・課程ごと

に抜き出して取りまとめてみた。

表９　ドイツの私立大学の設置学部・学科・課程                                 

学　位設置学部（学科）
バチェラー経営管理・国際経営学������������	
������
���
��


��������	�
��
��������
ブルクザール国際大学（１９９８）

バチェラー情報・情報技術
バチェラー国際経営学������������	�
���
�������������

������������	
��
�
��
フリードリッヒスハーフェン・ツェペリ
ン大学（２００３） バチェラー応用コミュニケーション・文化科学

ディプロム経営学����������	
������
����������
������������	
�����
������

ラール大学（１９９７）
ディプロム経済教育学
���経営学修士コース�����������	
�������
����	����

�����������	
����
�（����）
シュツットガルト経営技術大学（１９９８）

マギスターマスコミ��������	
�
��
�����
�	
�
�����������	
���		�
�
����������	
������
���������

グスタフ・ジーベルト・アカデミー
（１９８９） マギスター教育学

マギスター哲学
マギスター自然哲学
マギスター社会学
マギスターカトリック神学
ディプロム国際経営学������������	
��
�����

��������	���
�������
��
����
ベルリン・ヨーロッパ経済大学（１９７３）

バチェラーバイオ化学工学������������	
������
���

������

ブレーメン国際大学（１９９９）
バチェラーバイオ化学・細胞生物学
バチェラーバイオ情報学・コンピュータ生物学�
バチェラー生物学
バチェラー化学�
バチェラーコンピュータ科学
バチェラー電気工学・コンピュータ科学
バチェラー地球科学・宇宙科学
バチェラー歴史学
バチェラー歴史学・芸術理論及び文学
バチェラー社会科学全般
バチェラー国際政治・歴史学
バチェラー数学
バチェラー物理学
バチェラー心理学・社会認知学
国家資格法学���������	
����
���������
�

��������	
�������
�����������

ハンブルク・ブセリウス法科大学（２０００）

���経営学修士コース���������	�
��	������
�����������	
���


カッセル国際経営大学（２００１）

ディプロム経営学��������	
�������	
�����	
������������	
������
���
���	��

��������	��
	���
�	������������

エーストリッチ・ヴィンケル国際大学
（１９７１） バチェラー経営学（ヨーロッパ経営学）

バチェラー経営学（経営一般）
ディプロムライフサイエンス��������	
����������

����������	�
���
����
ヴィッテン・ヘアデッケ大学（１９８２）

国家資格医学
バチェラー看護科学
バチェラー哲学・文化科学
ディプロム経済・経営学
国家資格歯学
バチェラー
ディプロム

経営学����������	
������
����������
�����������	
�����	���
�
����������	
������

	

�����

オットー・バイスハイム大学（１９８４）

ディプロム経営学��������	
��
�����
������ライプチッヒ商科大学（１８９８）

（出典）���������	�
��	��
��
�	���（���）（２００５）������������	
���
��	��	���	�����������及び各大学ホームページ
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　①�伝統型大学

　現在ドイツ国内に設置されている１３の私立の伝

統型大学の内訳は，下記の表９のとおりである。

　この表から，私立伝統型大学の特徴を整理する

と，概ね次のようにまとめることができよう。

　第１は，設置学部は分野が限定されていること

である。医学部及び歯学部を持ち，少ないとは言

え人文社会科学，自然科学の分野をカバーしてい

るヴィッテン・ヘアデッケ大学や比較的広範な学

科を持つブレーメン国際大学は例外的な存在であ

る。

　第２は，ドイツの州立大学では，これまでアメ

リカ型の大学院制度が存在していなかったが，私

立大学のなかには大学院のみの大学も設置されて

いることである。シュツットガルト，カッセルの

双方ともに，経営学修士課程が置かれている。

　第３は，経営学の課程を持つ大学が圧倒的に多

いことである。１３大学のうち実に１０が経営学関係

の学科を有している。その反面，自然科学や工学

分野の学科を持つ大学は限られている。これは見

方を変えると，大型の実験設備や施設を要するコ

ストがかかる学科は設置されていないということ

である。

　第４に，州立大学と比較すると，学位としてド

イツの伝統であるディプロム，マギスターより国

際通用性があるバチェラーを授与する大学が多い

ことである。また，この表からは読み取れないが，

事項で述べるように，世界各国から幅広く学生を

受け入れている大学も少なくない。

　第５に，上記と関連して，国際関係学科を持つ

大学が多いことである。これは授業自体が英語で

行われている大学が多いこととも関連する。ちな

みに，半数の大学は正式名称自体がドイツ語でな

く英語である。

　②�専門大学

　私立の専門大学では，現在設置されている３９の

うち２９の大学に経営学（財政・金融を含む。）の

課程が設置されている。経営学に次ぐのは，コン

ピュータ関連学科，工学，医療福祉関係学科であ

るが，経営学に比べると設置率は３分の１以下と

低くなっている。なお，言語・文化科学系の学科

を設置している大学は全くない。また，３９校のう

ち半数以上の２１校でバチェラーを学位として授与

している１１。また，遠隔教育を取り入れている大学

も目につく。

　このように，専門大学についても，全体に伝統

型大学と同様の傾向が見て取れる１２。

　以上のことから，私立大学の設置学部（学科）

の特徴は，特定分野集中型であり，かつ国際通用

性と実用性を目指している点にあると言える。

３�３�具体的な私立大学の例

　次にいくつかの私立大学について具体的に見る

ことで，私立大学の特色を分析することとする。

（１）ブレーメン国際大学

（������������	
������
���
������
�
���）

　①�設置の経緯

　１９９９年に設立されたブレーメン国際大学（以下，

���と表記する。）は，法律に基づく合資有限会社

（�����������		�
��
���������
����������������）

であり，州の認可の下に教育研究を業として行う

非営利団体として登録されている１３。

　���の設立には，ブレーメン州，ブレーメン大

学（州立伝統型大学）及びライス大学（アメリカ，

ヒューストン）が深く関わっている。したがって，

ブレーメン州政府より相当額の補助が出されてお

り，このためドイツの私立大学を横断する団体で

あるドイツ私立大学協会（������������	�
������

����������	）の会員となる資格を，現在は有し

ていない。

　②�目標

　���の目標は次のとおりである１４。

　　①優秀な学生と教員の選抜及び卓越した学術

的成果の実現

　　②世界各国からの学生と教員を募集，国際的

な学位制度の導入，英語による指導，国際

共同研究の実施による国際性の追究

１１　���������	�
��	��
��
�	���（���），������������	
���
��	��	���	����������������　及び各大学ホームページ。
１２　なお，本稿では，紙数の関係もあり，私立の専門大学についての具体的な記述は必要最低限に留めた。
１３　����������	
���
（２００１）����������	
����
���
������������
�����������	���
�����������
������������������（���），４９
１４　���（２００５）���������	
�２００５��１～２
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　　③工学，自然科学及び人文・社会科学の融合

による教育研究成果の伝播

　　④大学構内におけるネットワークによる教

育・指導及び産業界等との緊密な連携

　　⑤自主独立，直ぐに意思決定できる経営方式，

最大限の柔軟性

　③�組織

　���は教育研究を行う非営利の団体としての位

置づけに反しないように，４つの組織（顧問会議，

評議員会，理事会及び執行責任者（学長が兼務））

を置いている。学長の選任を含む大学の運営に大

きな影響を及ぼす事項に関する決定は理事会で行

われる１５。

　④�学修と入学者選抜�

　���に設置されている課程は表９のとおりであ

るが，これが２つの学部と１研究所に配置されて

いる。

　学生数は，２００４年現在で学部５９３名，大学院（修

士課程及び博士課程）２１１名の合計８０４名で，規模

は極めて小さいが，特徴はヨーロッパ以外の外国

人学生の占める比率が高いこと（３３�８％）である。

　学生の受入については，優秀で意欲のある学生

を入学させるために���には参加せず，独自の

選抜を行っている。

　同大学の資料１６によると，個々の学生の選考は

学業成績のみに基づいて行われる。これには，直

前の教育機関の成績だけでなく，国際的に認知さ

れた学力試験（���等）の得点が求められる。ま

た，英語での指導が行われることから，非英語圏

出身者については�����の得点が要求されると

ともに英語の小論文が課される。加えて面接が行

われる。�����については最低５５０点が必要で，

���の得点は入学者の上位２５％の平均は１�３９０点

（２００４年）であった。

　構内に寮が整備されており，バチェラー課程の

学生については全員入寮することが可能である。

　⑤�授業等の納付金

　���の２００４�０５年の授業等の納付金額は，授業

料が１５�０００ユーロ（約２１０万円），寄宿料３�９６０ユー

ロ（約５５万４�０００円），その他４�１９０ユーロ（約５８万

７�０００円）で，合計２３�１５０ユーロ（３２４万１�０００円）

である。この額はライス大学をはじめとするアメ

リカの大学の授業料を参考に決定されている１７が，

州立大学の授業料が基本的に無料であるドイツに

あっては，非常に高い納付金額である。家計の状

況により負担が困難な学生にって学生については，

奨学金とローンを包括した支援措置が講じられて

いる。

　⑥�財政運営

　財政について，���が他の多くの私立大学と異

なっているのはブレーメン州からの補助を受けて

いることである。ブレーメン州は���に２億

１�４５０万マルク（約１２８億７�０００万円）を支出してい

る。また，���は大学建設促進計画の対象にも

なっている。

　このためにも���はアクレディテーションを受

けており，２００１年に学術審議会及びドイツ学術財

団連合（�����������	
���
���������������������������）

から，また，２００４年に全てのバチェラー課程が認証

評価機関（����������		
��
���
������
�
�
	��
���

���������	
�����
��������	�	�	�）よりアクレディ

テーションを得ている。

　⑦�まとめ

　���をドイツの私立大学の一般的な姿ととらえ

ることは，例えば設置の際の経緯や州政府から相

当の補助を受けていることなどから適切でないで

あろう。しかし，���を実際に見て感じた最も大

きな特徴は，この大学は従来のドイツにない開放

的なアメリカ型の大学を目指しているという点で

ある。もちろんドイツの州立大学も多くの外国人

学生を受入国際化にも積極的に取り組んでいる。

しかし，���は，大学のコンセプト自体が独自で，

従来のドイツにはなかったものである。

　学生と教員に，なぜ���大学を選んだかという

インタビューを行った。

　その結果，学生からは，���は非常にコンパク

トな大学であるため，一つ一つの授業やセミナー

などが少人数で，教員と学生の関係，また，学生

どうしの関係が非常に緊密となり，自分の目標に

向かって学修や研究を行うことができるという回

答が返ってきた。

　また，教員の回答は，給与面については特に他

１５　���（２００５）���������	
����
��３
１６　���（２００５）��������	

���

���

���４８～４９
１７　����������	
���
（２００１）����������	
����
���
������������
�����������	���
�����������
������������������（���），６１
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の大学に比べて優遇されているわけではないが，

教員対学生の比率など，教育研究環境として非常

に恵まれていることがメリットであるということ

であった。

（２）オットー・バイスハイム大学

（����������	
������
����������	���

������������	
��
���
����
��������


����������	
	�	��
）

　①�設置の経緯

　１９８４年に設立されたオットー・バイスハイム大

学（経営学術大学）（以下，���と表記する。）

は，経営学に特化した学部課程と大学院課程を併

せ持つ大学である。

　���は民間の発意によって設立され，運営は

財団によって行われている。この財団の主たる出

資者がオットー・バイスハイムであり，大学の名

称は彼の名前を冠したものである。

　キャンパスはボンとフランクフルトの中間のコ

ブレンツから少し奥に入ったファレンダーという

ところにある。この場所は，ライン川沿いの利便

地でありながら，当時，周辺には伝統型大学が設

置されていないことから選ばれた（その後，１９９０

年に州立のコブレンツ・ランダウ大学が設置され

た。）。

　②�目標と学修課程

　���の設置目的は，国際化していくビジネス

社会のなかで活躍できる者の養成を行うことであ

る。したがって，���の運営も国際的な視野に

立って行われている。

　学生数は約４５０人で，学部段階に関しドイツの

伝統的なディプロムと国際標準のバチェラーの両

方の課程が置かれている。

　���は世界１３０ヶ国の大学と協力関係を持っ

ており，学生は，少なくとも２学期間，２つの海

外の提携校で学修を行わなければならない。これ

に対応して，海外の提携校から交換留学生が

���で学んでおり，その数は約８０人になる。

　学修課程については，２つの学位を取れるシス

テムを導入している。すなわち，ドイツの伝統的

な学位であるディプロムと提携大学（アメリカ，

テキサス大学オースチン校，イギリス，ランカス

ター大学等）のバチェラーの学位である。

　また，産業界との連携を重視しており，産業界

等からの外部講師を積極的に活用している。教員

は任期制で５年間の契約期間で雇用され，その間

の業績が良好であれば更新される。

　学生は最低３ヶ月間，３つ以上の企業等でイン

ターンシップを行うことが義務づけられている。

���を修了した学生は，１人に対して平均約４

社からの求人があるとのことである。

　以上のような特徴を有する���は，２００４年の

シュピーゲル誌（�������）が行った大学評価の経

営学部門でトップの評価を受けている。シュピー

ゲル誌は，もちろん大学評価の専門機関ではなく，

その評価の手法について専門家より全く疑義がな

いわけではないが，ドイツでは非常に歴史もあり，

また，シュピーゲル誌自体の信用も加わり，社会

的に一定の信頼を得ている。その評価のなかでは，

���は学生の約７７％がトップグループに位置す

るという評価を受けている。

　ちなみに，この２００４年の経営学部門の評価結果

では，上位５位について見ると，第２位はエース

トリッチ・ヴィンケル国際大学，第３位がライプ

チッヒ商科大学，第４位がベルリン・ヨーロッパ

経済大学，第５位がアイヒシュテット・インゴル

シュタット大学（教会立）と全て公立以外の大学

が占めている。

　これらの大学は，州立大学と比べるといずれも

規模が遙かに小さいため，適正な比較が可能かど

うかという問題はあるものの，入学者の選抜を独

自に行い少数精鋭の教育を行うことができる私立

大学は，社会科学系の分野では十分に州立大学に

対抗できることをこの調査結果は示している。

　なお，���は，「欧州質向上機構（��������

��������	
����
�	����������
	���
��）」な ど，

現在３つの公的団体よりアクレディテーションを

受けている。

　③�入学者選抜

　���は優秀な学生を採るために独自の入学者

選抜制度を実施している。

　���もそうであったが，���でも英語の十分

な能力があることが入学に当たっての前提になっ

ている。試験は筆記と面接に分かれており，筆記

による学力試験が５時間，外国語試験が３時間，

これに面接（口頭試問）が１日かけて行われる。

　毎年５００人程度の志願者があり，これを第１次

選考で約２００人に絞り，最終的に８０人を入学させ
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ている。

　④�授業料等の納付金

　授業料は１学期が５�０００ユーロ（７０万円）であり，

年間では１４０万円になる。学生は，家庭の年収が

一定額以下の場合はドイツ教育振興法（�����）

による奨学金を受けることが可能であり，また年

収が上回る場合には，���がコブレンツ貯蓄銀

行と提携したローンを利用することができる。

　なお，成績が上位５分の１以内の学生は授業料

が免除される。

　⑤�財政運営

　���の２００２�２００３会計年度の収入及び支出内

訳は以下のとおりである。

　まず，収入額は総額１�４４２万ユーロ（２０億１�９００

万円）で，運営財団及び寄付収入が４８％とほぼ半

分を占め，授業料収入は２９％と日本の一般的な私

立大学の現状と比べると明らかに低い。ドイツの

私立大学の一般的な傾向として，財源を企業等の

寄付に依存する比率が非常に高い。���でも，

支援する企業・個人は７９を数え，この中には，ル

フトハンザ航空，ドイツ郵便会社，ドイツ・テレ

コム，ドイツ銀行，ドレスドナー銀行のような有

力企業が名を連ねている。

　州政府からの補助は入っていない。���の担

当者の説明では，これまでにラインラント・プファ

ルツ州政府が補助を行うという提案もあったが，

私立大学としての自主性を保つために辞退したと

いうことであった。

　これに対して，支出額は総額１�３７０万ユーロ（１９

億１�８００万円）で，最も多いのが人件費の５３％であ

る。

　なお，企業は単に財政的な支援をするだけでな

く，学修課程におけるインターンシップ等に関し

ても協力している。

　⑥�まとめ

　再度，���の特徴を述べると，少数の選び抜

かれた学生に対して特定の学問領域に関して国際

的及び産業界との連携の中で学修機会を提供する

ことである。いずれも大規模なドイツの伝統型大

学では容易に対応できない。その意味で，���

は現在のドイツの高等教育制度の中で，私立大学

の特徴を十分に発揮している大学であると言えよ

う。

（３）ヴィッテン・ヘアデッケ大学

（��������	
����������
����
��������������）

　ヴィッテン・ヘアデッケ大学については，既に

「大学設置に関する基準及び大学評価に関する調

査研究」において詳述したことから，重複を避け

るため，ここでは概要については簡単にふれ，そ

の後現在までの変容を中心に述べることとしたい。

　①�設置の経緯

　ヴィッテン・ヘアデッケ大学は１９８２年に設置さ

れた。

　１９８３年５月より，学生をまず医学部で受け入れ，

現在，医学部をはじめ，歯学，経済・経営学，自

然科学，哲学・文化科学，バイオ化学，看護科学

の各学部が設置されている。在籍学生数から見る

と１�１００人あまりの小規模な伝統型大学である。一

応，少ないとはいえ，ドイツの私立大学では唯一

医学部を有し，かつ，人文科学系から自然科学系

の学部をもち，総合大学の相を呈している。

　ヴィッテン・ヘアデッケ大学の設置者は，１９６０

年代末に設立されたヴィッテンの病院組合

（���������	
���
�	�����	��）から発展した登録

団体の「ヴィッテン・ヘアデッケ大学協会（����

���������	�
�������
�������
����）である。

　②�目標

　ヴィッテン・ヘアデッケ大学の設立の目的は，

次の３点にある１８。

　　①自由の涵養

　　②社会的責任の開拓

　　③真実の追究

　③�財政運営

　ヴィッテン・ヘアデッケ大学は設立後これまで

の間，個人・財団・企業等からの寄付を中心に財

政運営を行ってきた。この間財政規模は約３倍に

達している。

　同大学で注目されるのは，ノルトライン・ヴェ

ストファレン州が補助する唯一の私立大学である

という点である１９。１９９３年ノルトライン・ヴェスト

ファレン州はヴィッテン・ヘアデッケ大学の施設

建設に対して補助を行った。また，１９９５年以降ノ

ルトライン・ヴェストファレン州は同大学の経常

１８　���������	�
�������
�������
ホームページ
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費助成を行っており，また，同年より授業料徴収

が始まった。ノルトライン・ヴェストファレン州

の補助金は前年は１７％で，年々，漸減している。

　２００２�０３年の大学財政は次のとおりとなってい

る。まず，予算総額は２�８２０万ユーロ（約３９億４�８００

万円）で，収入の主な内訳は，寄付等が３４％，ノ

ルトライン・ヴェストファレン州補助金１５％，授

業料収入７％，大学病院収入１８％である。

　まず，医・歯学部を持つ大学としては，予算規

模が非常に少ない。例えば，滋賀医科大学（予算

額約１６６億円）と比較しても遙かに及ばない。非常

にコンパクトな予算額である。また，授業料収入

の占める比率が低く１０％にも満たない。

　④�授業料

　そもそも設置の段階で授業料を徴収していな

かったヴィッテン・ヘアデッケ大学は，現在でも

正確には「授業料」と表記しておらず「学生から

の寄付」という表現を使っている。

　入学から修了までの授業料総額は１万５�１８５�３７

ユーロ（約２１２万６�０００円）であり，私立大学とし

ては決して高い授業料ではない。

　ヴィッテン・ヘアデッケ大学では，この授業料

を次の３つの方法によって学生から徴収している。

第１は，修了後８年以上に亘り学生の収入額８％

を返還させる方法である。第２は，正規の修業年

限の間に月割りで支払う方法である。そして第３

が，上記１と２の混合型で半額を在学中に，残り

を修了後支払う方法である。

　⑤�まとめ

　ヴィッテン・ヘアデッケ大学は，運営の手法を

見ても，他のドイツ国内の私立大学と異なってい

る。同大学は，理念的には非常に明確で，それま

でのドイツの公立大学とは一線を画した教育の理

念を掲げている。ちなみに，先に述べたシュピー

ゲル誌の２００４年の評価の医学部門で同大学は第１

位の評価を受けている。

　しかし，授業料の額や徴収の方法については，

私立大学というよりも公立的な要素が強い。これ

は，同大学が設置された１９８０年代初頭は，私立の

伝統型大学は数も少なく，まだ私立大学に対する

世間の認識や耳目も低かったことから，優秀な学

生を集め独自の教育理念を貫くためには，州立大

学との対抗上，このような方策を講じるしかな

かったのではないかと考えられる。

　いずれにしても，ヴィッテン・ヘアデッケ大学

は，現在ドイツにおける私立大学のパイオニアと

して一定の地位を築いていると言えよう。

４．ドイツにおける私立大学の発展と将来
の方向性

４�１�なぜ私立大学が急増したか

　ドイツにおいては，ここ１０年の間になぜこのよ

うに私立大学が急増したのか。

　その要因については，これまでも述べてきたが，

改めて筆者の見解を整理してみたい。

　このために，ドイツの私立大学の特徴を公立大

学と比較してみたのが次の表１０である。

　この表を見ても，主たる特徴において，私立大

学は州立大学と全く対照的である。仮に公立大学

が大規模百貨店とすると，私立大学は，規模は小

さいが人気商品を持つ専門店とでも例えることが

できよう。百貨店的な性格も併せ持つ専門店であ

るヴィッテン・ヘアデッケのような大学は，私立

大学の中では例外的な存在である。

　私立大学が急増してきた最も大きな理由は，端

的に言えば，ドイツの州立大学主体の既存の高等

教育制度では，様々な時代の変化や社会の要請に

迅速かつ的確に対応することが困難であったこと

に他ならない。既に述べたように，連邦及び州政

府が積極的に私立大学の設置を誘導してきたわけ

ではない。州立大学が対応できなかった余地に私

立大学がその存在基盤を見いだしたのである。

　①�高等教育の拡張

　１９７０年代以降，先進国は，程度の差，スピード

の違いはあっても，高等教育のユニバーサル化と

いう状況に直面し，高等教育の量的拡充が大きな

課題となった。ドイツにおいても同様で，１９７０年

代以降，高等教育の量的な拡充に努めてきた。

　しかし，問題は，量的拡充は図られても，制度

自体は旧来のものが原則的に維持されてきたこと

である。専門大学という実学に力点を置いた新た

な類型の大学が創設され，伝統型大学と専門大学

１９　補助金の支出は，ノルトライン・ヴェストファレン州学術研究省の担当者の説明では，当時の同州のラウ首相の決断で

決まったということであった。
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の双方の長所を併せ持った総合制大学も設置され

た。しかし，総合制大学は発展することなく，伝

統型大学と専門大学の狭間に埋没し制度として定

着するに至らなかった。現在でも，大学生の７０％

以上は伝統型大学で学修している。また，これら

の州立伝統型大学は，制度的にも取扱いにおいて

も皆同一である。

　本来，諸科学を基礎より学び研究する伝統型大

学の急速な拡張は，そこで学ぶ学生の相対的な質

の低下を引き起こし，一方で満足な教育研究環境

をを維持することが難しかったことは見てきたと

おりである。

　また，入学制度から，州立大学側では独自に学

生を選ぶことはできず，学生の側でも専攻分野に

よっては自分の進学したい大学に確実に入ること

ができる保証はない。

　在学期間についても，ドイツでは平均の在学年

数は所定の年数を大幅に超えており，在学期間の

短縮が大きな政策課題の一つとなっている。しか

し，付言すれば，その所定の年数自体がディプロ

ム制度をとるドイツでは諸外国と比べて最初から

長いのである。

　特に，言語の面では，ドイツの公用語であるド

イツ語は国際的な観点からは日本語と同様に国際

語ではなく，英語やフランス語に比べてハン

ディーキャップがあることは否めない。その中で，

諸外国から優秀な学生を呼び込み国際競争に打ち

勝っていくためには，英語で教育研究を行う環境

の整備が不可欠になってきている。もちろん英語

で授業を行うことはドイツの州立大学でも行われ

ているが，大学そのものを非ドイツ的な日常に置

き英語主体の運営を展開することは，未だ州立大

学に求めることは困難である。

　また，一方で，成熟化した国においては，高等

教育に対する需要は非常に多様化してきていると

いう現実がある。これはドイツにおいても例外で

もない。このような多様化や多岐に亘る要請に的

確に応えるためには，州立の機関ではどうしても

限界がある。先に述べた理由がドイツ独自の理由

とするならば，これは先進国であれば，どの国で

も多かれ少なかれ起こっていることである。

　このような状況の中で，国際化，産業界との連

携など社会の多様な要請に応じて，州立大学が提

供することが困難なものを提供する場として，私

立大学が存在価値を見い出し得たと言える。

　②�社会的な要因

　また，ドイツで私立大学が存在基盤を見い出し

得た背景には，ドイツ独特の社会的な要因がある。

それは，ドイツの州立大学には基本的に格差がな

いということである。

　例えば，日本でも有名なハイデルベルク大学は

ドイツ最古の大学であるが，ハイデルベルク大学

を卒業することにより何か特定のメリットがある

かというと，それはない。ハイデルベルク大学で

あっても新設の大学であっても，ドイツでは，ど

この大学を卒業したかではなく，何を学修し，ど

のような資格を持っているかという点で評価が行

われる２０。

　したがって，新設の私立大学であっても，例え

ば優秀な成績で���を取得すれば，社会からそ

れ相応の評価を受け好待遇を得ることが可能であ

る。この点が，イギリスのような社会制度の国と

表１０　ドイツの公立大学と私立大学の比較

私　立　大　学公　立　大　学

小規模大規模規　　　模

設置学部・学科は限定的非常に幅広い設置学部・学科

経営学等，実学的な分野が主体伝統型大学では実学的な分野は弱い

弱い強い研　　　究

独自の選抜制度基本的に行われない入学者選抜

大学によっては高額の授業料を徴収基本的に無償授　業　料

所定の年数で修了所定の年数＋１～３年在学期間

バチェラーが多いディプロム・マギスター中心学　　位

非常に熱心個々の大学によって異なる国際化への対応

非常に熱心個々の大学によって異なる産業界との連携

非常に熱心個々の大学によって異なる学生のケア
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は根本的に異なる。

　イギリスでは，現在でも，オックスフォードと

ケンブリッジ卒業が持つ力は社会的に非常に大き

い。また，両大学卒業以上に，どのカレッジに所

属していたかが更に大きな意味を持つ。このよう

な社会システムの国では，新設の私立大学がいか

に優れた教育研究環境を提供できたといっても，

社会的な評価という点で，新興の私立大学に入る

ことはかなりの決断がいることである。

　ここに，ドイツでは私立大学が社会的に違和感

なく受け入れられた土壌がある。したがって，私

立大学を選んだ学生は，州立大学に入れなかった

という消極的な理由ではなく（もちろん，既に述

べたように，ドイツでは基本的に州立大学に入学

できるのであるが。），少人数の教育環境が優れて

いるなど積極的な理由で選んでいる。ある程度優

秀な成績を修めていれば，奨学金や授業料の免除

措置などで経済的にも自立が可能な措置を多くの

私立大学で講じていることも，私立大学を選択し

やすくしている。

　③�私立大学の弱点

　それでは，現在，総数も５０を超え一定の地盤を

築いたドイツの私立大学の当面する問題点，とり

わけ弱点はなんなのか。

　最も大きな問題点は，当然のことながら，財政

的な安定性という問題である。

　まず財政的には，ドイツの場合，州政府及び連

邦政府の補助を受けている私立大学は少数である。

現在最も多くの私立大学が存在するノルトライ

ン・ヴェストファレン州でも，補助金を出してい

るのはヴィッテン・ヘアデッケ大学だけであり，

これも毎年漸減しており恒久的に続く保証はない。

　ドイツの私立大学は，日本の私立大学に比べ，

寄付収入の占める比率が高いが，それでも基本は

学生からの授業料収入であり，州立大学が無償の

なか，高額の授業料を課す私立大学は，評価が下

がり魅力が低下すれば，たちどころに志願者が減

少すると危険性をはらんでいる。

　したがって，財政的に安定を増し，優秀な学生

を継続して確保できる手立てを講じていくことが

できるかが大きな課題である。

　また，一つの問題点は，研究が弱い点である。

これは，換言すれば，私立大学の特色の一つが手

厚い教育にあり，このため教員自身も学生の指導

に追われ十分に研究に時間を回す余裕がないのが

現実である。また，私立大学の多くが研究面での

充実をそれほど重視していないこともある。

　しかし，良い教育を展開するためには，その基

盤となる研究の遂行は不可欠であり，今後，研究

をいかに伸ばしていくかが，私立大学が更に評価

を上げていくための課題となろう。

　加えてドイツの私立大学は，多くが外国人学生

の入学を熱心に進めている。これは，一つには多

くの私立大学が目指す国際化対応に即したもので

あるが，見方を変えれば外国人学生への依存が高

いということである。今後は，ドイツ国内の学生

にも一層目を向け，ドイツ人学生と外国人学生の

数や比率がバランスの取れた大学運営を目指して

いくことも，一部の私立大学にあっては課題であ

ろう。

４�２　私立大学の将来

　それでは最後に，今後とも，ドイツでは私立大

学は大幅に増加していくのであろうか。

　しかし，その予測は非常に難しいと言わざるを

得ない。

　現時点で，私立大学は一定の評価を得ているこ

とは事実であり，かつ，ノルトライン・ヴェスト

ファレン州をはじめいくつかの州では，州の担当

省も認めているように，既に州立大学と種々の面

で補完関係が構築されている。

　しかし，私立大学の設置は実際には簡単ではな

く，ノルトライン・ヴェストファレンでも，私立

大学を設置をしたいという相談は多々あるが，実

際に財政的な安定性の面から，多くの場合，実現

まで至らないということであった。

　また，ドイツの私立大学の横断的組織であるドイ

ツ私立大学協会（������������	�
�������
���������）

の担当者は，鍵は規制緩和の動向で，規制緩和が

進めば私立大学の数は更に増えるという予測を

行っていた。

　確かにバイエルン州のように一定の人口規模が

ありながら私立大学がほとんど設置されていない

州では，担当省の判断によっては，今後抑制的な

２０　この点については，潮木守一氏の「世界の大学危機」中央公論新社に詳しい。
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対応が転換される可能性はあり得る。さらに，現

在，私立大学がほとんど設置されていない旧東ド

イツ諸州では，私立大学が設置される可能性はあ

り得よう。

　一方で，筆者が考える私立大学設置の動向を左

右する大きな要因が，２０１０年実施予定のボロー

ニャ・プロセスである。ヨーロッパ域内の大学制

度を標準化するこの道筋のなかで，ドイツの州立

大学は大幅な制度改革を行わなければならない。

従来のディプロム・マギスターに代わるバチェ

ラー制度の導入，在学期間の見直しなど，課題が

山積している。

　しかしながら，州立大学の改革が進めば，それ

は制度的な面での私立大学との違いが少なくなっ

てくることに他ならなくなる。私立大学の多くは

既にボローニャ・プロセスに対応した制度設計を

採っているのであり，遅ればせながらも州立大学

がこれに対応していくことは，すなわち，私立大

学のアピール・ポイントが希薄になっていくこと

を意味する。州立大学における学生の在学期間が

短くなれば，必然的に在籍学生数の減少に繋がり，

学生にとってより快適な学修空間の提供といった

効果がもたらされ，州立大学の自由度は増してく

る。そうなれば，私立大学は更に特徴を打ち出さ

ないと輝きを失ってしまう恐れがある。そのよう

な点から，今後，ボローニャ・プロセスへ対応し

ていくなかで，州立大学の改革の状況が私立大学

設置の動向に影響を与えるのではないかと考えて

いる。

　もう一つ大きな課題は，既に私立大学の弱点の

なかでも述べたが，財政運営の安定性である。ド

イツでは，私立大学全体に対する経常的な公費助

成は将来的にも望める状況にないことから，授業

料収入と企業・財団等の外部資金の二つが大きな

収入源である。しかし，既に高額の授業料を課し

ている大学も少なくない。一方，特に，経営学関

係を中心に企業が支援する私立大学も目に付くが，

企業にとってのメリット，また経済状況の変化等

を考えれば，今後とも支援が安定的に続く保証は

ない。また，また，一部の大学で見られるように，

外国人学生に過度に依存するようになれば安定性

の観点からも問題が生じてくる。現在では，ドイ

ツの私立大学に対する社会の評価は，州立大学を

補完し選択の幅を広げるものとして概ね好意的で

はあるが，州立大学を上回る魅力ある教育を継続

的に提供していくことは容易ではない。将来的に

変わりうることも十分に考えられる。

　したがって，これらのことから，ドイツの私立

大学の将来は，今後のヨーロッパ域内の高等教育

改革の動きに対応したドイツの州立大学改革の動

向並びにドイツの社会・経済情勢及び社会環境の

変化などによって相当の違いが生ずるものと考え

られ，これらの動きを注意深く見守っていく必要

がある。
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